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〇環境省が進めている事業であり、2050年カーボンニュートラル（脱炭素）に向けて、2030年度までに家庭部門や
   業務部門の電力消費に伴うカーボンニュートラル （脱炭素）を実現する地域です。
〇環境省は、2025年度までに少なくとも100か所の地域を選定する予定です。
〇千葉市は2022年11月（第2回選考）に選定（現在、第5回までの選考で応募287提案の中から82提案が選定）

＜脱炭素先行地域とは＞
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都市と自然の魅力をあわせ持つ本市の強みを脱炭素の視点でさらに強化し、
「行きたい」「住みたい」「安心できる」千葉市を実現するため、

２つのエリアと市有施設や一部のコンビニ等の施設群を先行地域として設定

脱炭素先行地域事業 進捗報告 （事業コンセプト）
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脱炭素先行地域事業 進捗報告（各エリア説明）
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脱炭素先行地域事業 進捗報告（各エリア説明）
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脱炭素先行地域事業 進捗報告（各エリア説明）
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○2026年度に全市有施設（約750施設）の電力消費に伴うCO₂排出実質ゼロを実現できる見通しです。
○太陽光発電設備の増強、清掃工場で発電する電力を自己託送することで、 発電量を増やすと
ともに、不足分は東京電力等が販売する再エネで発電した電力メニュー（再エネメニュー）
への切替を行います。

〇自己託送等により、小売電気事業者から調達する電力量が削減されることから、年間電力
コスト約５億円の削減を見込んでいます。
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【参考】2026度における市有施設の電力消費に伴るCO₂排出実質ゼロの実現
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官民が連携して、脱炭素先行地域づくり事業を推進するため、「千葉市脱炭素先行地域推進
コンソーシアム」を設立しました。（令和５年７月設立総会開催）

脱炭素先行地域事業 進捗報告（千葉市脱炭素先行地域推進コンソーシアム）

会員一覧（2024年10月1日現在）

コンソーシアムの目的

千葉市脱炭素先行地域推進コンソーシアムは、多様な
主体の積極的な参画や連携を促し、千葉市における再
生可能エネルギーの導入や地産地消、市民や事業者な
どの行動変容の促進等に取り組むことによって脱炭素
先行地域づくり事業を推進し、もって市域における
「環境と経済の好循環」及び「環境とレジリエンスの
同時実現」を図ることを目的としています。

官民連携した啓発活動の実施

コンソーシアムでは、官民連携して事業を進めていくこ
とはもちろん、事業を知っていただくための広報活動や
啓発活動にも力を入れることとし、プロジェクトチーム
を発足しました。
その取組の一環として、先月幕張メッセで開催された
「エコメッセ」に、コンソーシアムとして初出展し、
事業の説明や、会員企業の環境活動などを紹介しました。
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